
「大学間連携共同教育推進事業」中間評価結果 

連携の種類 分野連携 整理番号 １３ 

取組名称 ＩＴを活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成 

連携校 

※下線は代表校 
北海道医療大学、岩手医科大学、昭和大学 

（総括評価） 

Ａ：計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を 

達成することが期待できる。 

［コメント］

本取組は、超高齢社会の到来に対応し、全身と関連付けて口腔を診ることができる歯

科医師の養成を、3 大学が連携して行うことを目的としている。

教育改革については、基礎疾患を有する患者の歯科治療を行うため、IT を活用した歯

学教育必修プログラム及び e-ラーニングで基礎的な力をつけ、VP（仮想患者教育システ

ム）で応用力を、電子ポートフォリオで臨床における自己評価能力を養成する特色ある

取組であり、地元の歯科医師会と連携・協働することで実践力を高め、授業開始時のプ

レテスト、終了時のポストテスト、科目ごとのアンケート調査や正答率の解析などを通

じて、到達度評価と質向上を着実に実施していることは評価できる。多くの教員の参加

を得て、FD を更に充実させることが望まれる。

ステークホルダーとの協働・評価については、地元歯科医師会と協定を締結するなど

して実習教育を強化している。また、外部評価として年 2 回到達度評価委員会を開催し、

評価や意見を教育改善に生かしており評価できる。

取組の実施体制・継続発展については、IT を活用した教育センターが事業推進を統括

し、その下に 4 つのワーキンググループと責任者を置いて円滑な運営を進めている。e-
ラーニング、VP、電子ポートフォリオなど IT 教材の運用も安定し、習熟度評価や教材改

善システムも機能しており、継続・発展の条件が整ってきていることは評価できる。

⽂部科学省による中間評価結果、事後評価結果



 
 

大学間連携共同教育推進事業 事後評価結果 
 

連携の種類 分野連携 整理番号 13 

取組名称 IT を活用した超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成    

連携校 
※下線部は代表校 

北海道医療大学、岩手医科大学、昭和大学    

 
大学間連携共同教育推進事業評価委員会による評価 

［総括評価］ 

Ｓ：計画を超えた取組が行われ、優れた成果が得られていることから、本事業の目的を十分に

達成できたと評価できる。 

［コメント］ 

【教育プログラムの構築について】 
育成すべき歯科医師像について、連携校での協議を踏まえた学修目標を設定し、２つの教育コ

ースを構築した。両コースとも基礎知識とアクティブ・ラーニングを定着させるため、３大学の

連携で開発した「IT 教材を活用した準備教育」による教育プログラムを構築したことは高く評価

できる。 
また、e ラーニング計画を着実に推進したことが３大学学生交流や３大学共通試験等の実現に

つながり、教育を提供する側のシステム構築と学生が学び進む学修プロセスとが相互に影響した

質保証のシステムを構築したと言える。 
学生のラーニング・アウトカムの向上について、ポートフォリオのテキスト分析、授業時にお

ける計測や振返り内容、CBT との関係等、様々なアプローチで具体的に読み解くことが実行され

ている。本事業の有効性を踏まえつつ、専門職の継続教育（生涯学習）の可能性までを見出し、

更なる教育改革の成果・改善へ取り組む姿勢も高く評価できる。 
 
【連携・実施体制の構築について】 

取組の実施体制については、「IT を活用した教育センター」がマネジメントの有効な核となり、

連携校の分担も各取組の特性に応じ応分なもので、マネジメントの工夫を確認できる。 
外部評価については、ステークホルダーや本事業に直接関係しない教員等を構成員とした委員

会を設置して適切に評価を実施し、かつ評価結果に基づく改善も行われている点は評価できる。 
 
【成果の活用と今後の展望について】 

他大学やステークホルダーから e ラーニング教材の利用や教材の継続教育（生涯学習）に活用

できる可能性を示唆されており、成果は着実に波及していると言える。 
補助期間終了後は、事業の継続に向けて着実に準備されているだけでなく、事業の発展性につ

いても、ステークホルダーとの連携を生かし歯科医の継続教育教材開発に着手しており、更なる

発展が期待できる。 
  












